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古来から日本の生活に密着し、生産高が国力を示す基準になるほど重視されて
きた米。福智町では、今なお各農家が品質の高い米づくりに情熱を注ぎ、まち
の原風景ともいえる美しい田園が広がっています。「米」という字に「八十八」と
いう数字が込められているように、わたしたちは代々、それほどの手間をかけて
育てられた作物を粗末にすることのないよう教えられてきました。すべての人に
とって毎日の生活に欠かせない「食」。今回はその「食」の力と可能性に迫ります。

写真／５月中旬、伊方丸山での植えつぎ風景
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